
乳用牛に対する笹サイレージの効果
都城市：田中真志牧場の取組（紹介）

• 酪農に限らず、畜産全般に飼料価格の高止まりが進んでおり、
経営を圧迫している。

• そのため、濃厚飼料の給与減を図りながら、効率のよい乳生産
を目指しているのが現状

• そのような厳しい中、飼料の配合割合を苦慮している。ビート
パルプ（90円/㎏、2Kg→1Kg→0Kg/頭）を笹サイレージ（37円/
㎏、1Kg/頭→3Kg/頭）に置換等で飼料費の削減に努力（搾乳牛
55頭）

• そうした場合の、飼料効果や生体への影響が如何を、牛検定成
績をもとに分析
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笹サイレージ給与の評価

•飼養規模：搾乳牛 55頭飼育
•評価期間：2021年8月～2022年10月の13か月
•笹サイレージ給与：2022年5月～（15ロール/月）
•評価データ：牛検定成績
•評価項目
乳量/頭/日、濃厚飼料量/頭/日、空胎日数/頭
飼料効率/頭、乳脂率/頭、乳蛋白率/頭
P/F比
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胎児発育の向上 ホルモン活性のの向上 8

経産肥育牛への笹サイレージ給与試験結果



コレステロールの働き

脂溶性ビタミンの吸収を助ける胆汁酸
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空胎日数の経済的効果（潜在的経済損失額)

潜在的経済損失額＝（牛群平均空胎日数－115）×損失ポイント1,200円/日（1日当たりの必要経費）×頭数
牛群平均空胎日数が140日の場合（50頭の場合）
（140‐115）×1200円/頭×50頭＝1,500,000円

21・10月時点：牛群平均空胎日数が141日の場合（55頭の場合）
（178‐115）×1200円/頭×55頭＝4,158,000円（A)（―）

10月時点：牛群平均空胎日数が110日の場合（80頭の場合）
（110‐115）×1200円/頭×55頭＝‐330,000円(B)（＋）

A+B=4,158,000円＋330,000円＝4,488,000円（経済効果）

受胎せず空胎日数が延長する乳牛に対して、いつまで人工授精を続けるべきか課題。乳牛の産乳量で
判断すべき。1日経費1,200円、乳価kg80円とすると、年間乳量7,000kg牛：空胎日数145日、
8,000kg牛：空胎日数165日、9,000kg牛：空胎日数180日、10,000kg牛：空胎日数200日が人工授
精を試みる分岐点であり、日乳量15kgまで搾乳を続け、15kg以下になったら廃用にする 10



悪化

20日圧縮

8か月（2.5日/月）

5か月（6日/月）

30日圧縮

年１産が目標（空胎日数85日）、減少傾向
発情再帰（子宮回復）が順調
繁殖成績向上（ホルモン活性）
乳量の確保

日
ー4,158,000円ー4,158,000円

∔330,000円
4,638,000円圧縮

ー1,716,000円

2,196,000円圧縮
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その他の経済効果（飼料代替）
（2022/5～10：6か月間）

ビートパルプ（従前通り給与した場合）
3㎏×80円/Kg×55頭×6か月=2,376,000円（ⅰ）

笹サイレージロール購入量
15ロール/月×10,000円/個×6か月=900,000円（ⅱ）

★飼料代替効果
1,476,000円

★空胎日数短縮効果
（31日）2,196,000円

1年間 ＝2,952,000

85日（1産/年）＝1,980,000

4,932,000円
少数精鋭搾
乳効果
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笹サイレージ給与
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P/Fの目安
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飼料と乳成分合成（P/F比）
ルーメンの微生物は、澱粉・糖などをエネルギー源に増殖し、繊維を分解・発酵
して乳脂肪の原料になる揮発性脂肪酸(主に酢酸)をつくる。最後は自ら蛋白源(微
生物態蛋白質)となって消化・吸収され、乳蛋白質の原料になる。
乳蛋白質率（P）は飼料のエネルギーの利用状況、乳脂率（F）は繊維(粗飼料)の
利用状況を反映しており、乳蛋白質率と乳脂率の比“P／F比”によって「ルーメン
の発酵がうまくいっているか」＝「飼料が効率的に使われているか」を推測でき
る。
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評価結果（2022/5～10）
• 濃厚飼料を2㎏/日/頭減量、ビートパルプを笹サイレージに代替
• しかし、エネルギー不足に陥っていない（飼養効率上昇）
• ルーメンの機能強化（P/F比の高位や安定）
• 乳量の確保：少数精鋭搾乳が可能

• 笹サイレージ給与の効果は、ルーメンの機能強化とそれに伴う生産性の向
上（コレステロールアップ＝ホルモン活性）が伺える。
①飼料効率は明確に上昇
②乳脂率と乳蛋白質率は正常範囲内で減少しているが、P/F比は適
正な範囲で高位安定している

③空胎日数は継続して低下しているが、年１産レベルには２５日不足
●飼料代替（ビートバルプ→笹サイレージ）効果、空胎日数の短縮効果等 17



2022/7/26南日本新聞「論点」 18



国際的な政情不安に左右されない飼料の
国産化は重要！！（竹の有効活用）
〇世界的

1,500種類、1,600万ha
80%:熱帯地方⇒その90%：アジアの熱帯～温帯地方に生息

〇日本
日用品（箸・かご）、工芸品に使用
盆栽的用途、農業・漁業用資材
生鮮食品（タケノコ）
竹冠（筍、節など）：500以上

⇒ 日本人の生活に溶け込む。
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日本の竹林
• 竹林面積 森林面積の0.7%（2017年：16万7千ha)

ほとんどが、私有林
• 07/17 比較 7,500ha増加
• 九州地方 竹林面積の４割

鹿児島県が全国1位

未利用資源の活用が待たれる
飼料確保⇒田畑だけの問題ではない。
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順位 府県名 2007年 2012年 2017年 10年増減
１ 鹿児島県 16.2 16.0 17.9 1.7

２ 大分県 13.5 13.6 14.0 0.5

３ 福岡県 11.9 12.9 13.6 1.7

４ 山口県 12.1 12.1 12.0 ▲0.1

５ 島根県 10.1 10.9 11.2 1.1

６ 熊本県 10.6 10.4 10.3 ▲0.3

７ 宮崎県 4.9 5.5 6.0 1.1

８ 千葉県 6.1 6.0 5.9 ▲0.2

９ 京都府 5.6 5.5 5.5 ▲0.1

１０ 岡山県 5.1 5.4 5.4 0.3

全国計 159.2 161.4 166.7 7.5

竹林面積の多い府県（単位：千㌶）
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竹の伐採と放置竹林整備 （里山整備）

整備前 整備後

竹伐採専用ユンボ
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ラッピングサイレージ製造工場 ラッピングマシーン 糖蜜を混和

ラッピングサレージ（発酵熟成） ラッピングサレージ（小口製造） ラッピングサレージ（空気抜き口） 24



薩摩半島 ： （株）温仙堂 薩摩川内営業所 本社長崎県諫早市

大隅半島 ： （株）宮崎緑肥 鹿屋営業所 本社宮崎県都城市
販売流通
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笹サイレージの栄養価

乾物率（高いほど濃厚飼料の摂取量の削減可）、TDN（可消化養分総量：代謝エネルギー）、DCP（可消化蛋
白）、CF（粗繊維）、 ビタミンA（粘膜に作用、呼吸器病・消化器病の発生抑制）
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項目 笹サイレージ 稲ワラ ソルガム
サイレージ

乾物（%） ６１．３ ８７．８ ２４．２
粗タンパク質 ５．８ ５．４ ７．０

ＴＤＮ ４６．５ ４２．９ ５３．７
ＤＣＰ ２．５ １．４ ２．７
ＣＦ ４７．１ ３２．３ ２７．７

ビタミンＡ ２，１８４ ８００ ５，５２０
宮崎県畜産試験場 研究試験 引用



本事業での取組内容
• 我が国を代表する農業や食品製造業が集積する宮崎県において、産学官連携のもとで、利用が低迷
していた地域産業資源「竹」をチップ化し、乳酸菌発酵させた肥料・飼料として大量かつ安価に提
供し、竹林整備の推進と農業経営の安定・強化に寄与し、新たなビジネスモデルの構築を目指す。
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を
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し
た
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サ
イ
レ
ー
ジ
」の
開
発
及
び
販
路
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分
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で
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肥

料

米

野菜 （ハウス・露地）
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放置竹林整備

笹サイレージ

笹サイレージ

乾 燥
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ハニカム構造（乳酸菌が存在）

28



竹の飼料化
（家畜や生産物に有効性の根拠解明）

全竹材
（笹サイレージ）

細粉
糖蜜添加

ラッピングサイ
レージ40日間

サイレージ栄養成分検査
サイレージの急性・慢性毒性検査
消化吸収の変化
脂肪交雑への影響
肉の変化（オレイン酸）
乳量・乳成分への影響
卵黄・筋肉の色変化
全卵成分の変化
増体への影響
畜産臭の抑制
衛生害虫の発生抑制

根拠解明
大学・畜産試験場との共同研究

有
用
性
確
認

飼料の2－
5%給与

牛

豚

採卵鶏

ブロイラー

有用性をアピール
肉・卵・牛乳への好影響
環境対策

飼料自給率の向上
食料自給率の向上

国に対して研究補助事業を創設

販
売
量
向
上
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